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●ご使用機器の点検をぜひ !

●本機は内部に高電圧を蓄える機器です。誤った操作、または異常を無視して使用
すると、使用する人々への危害、または物的損害を与えることが予測されます。取扱い
説明書の操作方法に従い、「警告」「注意」などを守って安全にお使いください。

●上記のような症状がなくても1年に1〜2回は点検を受けられるようおすすめします。

アフターサービスについてのご相談は

1606-0100A-6

愛情点検 
このような症状のときは
直ちに使用を中止してＡＣ
プラグをコンセントから
抜いて、弊社営業所または
販売店にご相談ください。

こんな症状はありませんか
●スイッチを入れても作動しない
●通電中に異音、異臭、あるいは発煙する
●ヒューズがすぐ切れる
●本体に触るとピリピリと電気を感じる
●その他の異常や故障があるとき

当製品は弊社の厳重なる検査
に合格したことを証します。
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管
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証
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1安全のため特にご注意ください

危険 : 人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容。

警告 : 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

注意 : 人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる
ところに必ず保管してください。

絵表示の意味

△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容（左図は感電注意）を示しています。

記号は、禁止行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図は分解禁止）を示しています。

●記号は、具体的な指示内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図はプラグをコンセントから抜いて
ください）を示しています。
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はじめに
このたびは、コメット CT-200 jr をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
本機はモノブロック機の利便性をさらに追求して低価格化を図るとともに大型ストロボの豊富な
アクセサリーが使用でき、活用範囲を大きく広げます。
なお、ご使用になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、注意事項や使用方法を十分
ご理解いただいた上でご活用ください。

付属品
●リフレクター		  1 個
● ACコード　4m		  1 本
●ハロゲンランプ	 50W	 1 本
●シンクロコード（ホーンジャックタイプ）ストレート		  1 本
●ヒューズ	 T4L	 1 本
●取扱説明書		  本書
●保証書

■ご使用の前に、この説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、この機
器を使う人への危害、または物的損害を未然に防止するための注意です。

■注意事項は危害や損害の大きさと切迫の度合いを明示するために、誤っ
た取扱いをすると生じることが想定される内容を、「危険」「警告」「注意」
の3つに区分しています。

■使用後は安全のため必ずACコードをコンセントから抜きとるか、ブレー
カーなどをOFFにしてください。発火、火災の恐れがあります。

いずれも機器を安全にお使いいただくために重要な内容です
ので、必ず守ってください。
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■修理技術者以外の方は、絶対に分解したり修理・
改造をしないでください。

電源部には、メインスイッチを切りACコードをコン
セントから抜いた後も、内部に長時間高電圧が残っ
ており、感電の恐れがあります。

■水に濡れる場所や湿度の高い場所での使用、ま
た手足が濡れた状態、素足での操作はしないで
ください。

漏電による感電の恐れがあります。

■モデリングランプの交換や清掃など、キセノン
ランプ部に触れるときは、ランプの電極部には
絶対手を触れないでください。

メインスイッチを切りACコードをコンセントから抜いた
後も内部には長時間高電圧が残っており感電の恐れが
あります。特に清掃を行うときは、一日以上使用して
いないときに限って行ってください。

■本体スリット部には金属などの異物を絶対入れ
ないでください。

感電、ショートによる発火の恐れがあります。

■ストロボは発光時、高温の熱を発します。人体
に向けて近い位置で発光させたり、可燃物に
向けての使用は絶対にしないでください。

火傷や火災の恐れがあります。

■揮発性のガソリン、シンナー、可燃性ガスなど
を使用している場所や、大量の粉塵が舞っている
室内などでは絶対に使用しないでください。

爆発、火災、火傷の恐れがあります。

■使用電圧はAC100V±10％（50/60Hz）です。

異なる電圧で使用すると感電、発火、火災の原因と
なります。

■ACコードプラグを着脱する時は必ずメイン
スイッチ、モデリングランプスイッチを切って
ください。

急激に大電流が流れ、ショートによる火傷、発火の
恐れがあります。

警　告
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2 使用上の注意とお願い

■使用中や使用直後はキセノンランプとモデリング
ランプはかなりの高温になります。十分に温度
が下がってから取り扱ってください。

火傷の恐れがあります。

■ヘッド使用中は、紙や布または樹脂系のシート
など可燃物を近づけたり、覆っての使用はしな
いでください。

使用中はかなりの高温となり発火、火災の恐れがあり
ます。

■ヒューズやモデリングランプは指定の定格品を
使用してください。

定格品以外の使用は発火、火災の原因となります。

■落としたり衝撃が加わったときは、直ちに使用を
中止し、弊社、またはご購入店で点検を受けて
ください。

外観的な変形がなくても内部の電子部品などの損傷
で、感電や漏電の恐れがあります。コードの被覆損
傷のときも同様に点検を受けてください。

■使用後は安全のために必ずACコードをコンセント
から抜きとるか、ブレーカーなどを OFF にして
ください。

発火、火災の恐れがあります。

■調光器に接続しての使用はしないでください。本機および
調光器を破損する恐れがあります。

■ストロボ電源部は使用しないときでも１ヶ月に１～２度は必
ず出力をFULLにして通電をしてください。

■3ヶ月以上（10ヶ月未満）の長期間ご使用にならなかったストロボ電源部は、出力
をFULLにして最低４時間通電をしてください。この間は絶対に発光させないでく
ださい。

■10ヶ月以上の長期間ご使用にならなかったストロボ電源部は通電せずに弊社クリ
ニック課による点検（有料）を受けてください。長期間ご使用にならなかったストロ
ボ電源部は、通電または発光をくり返すとコンデンサーが発熱し、発火、火災の恐
れがあります。

■赤外シンクロ装置（弊社製）の受信機は、室内の蛍光灯から離れた場所にセットし
てください。
蛍光管から出る赤外線により、誤動作を起こすことがあります。

■複数台のストロボ電源部を赤外シンクロ装置（弊社製）で使用するときは、それぞ
れのストロボ電源部に受信器をセッ卜してください。このときはすべてのストロボ
電源部のフォトセルスイッチを必ず「OFF」にしてください。
赤外シンクロ受信器を使用していてもフォトセルスイッチが「ON」のときは、同調
発光しない電源部が出ることがあります。

注　意
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3 各部の名称とはたらき

1 メインスイッチ（MAIN） AC電源スイッチです。使用後は必ず「OFF」にし、ACコード
プラグをコンセントから抜き取ってください。

2 モデリングランプスイッチ
（MODE） モデリングランプを「CONST/OFF/VARI」にします。

3 サウンドスイッチ（SOUND）ONにすると充電中は電子音が鳴ります。

4 フォトセルスイッチ（P.CELL）他のストロボ光を受けて同調発光させるとき「ON」にします。

5 フォトセルパイロットランプ フォトセルを「ON」にすると、緑色に点灯します。

6 フォトセル受光部 他のストロボ光を感知するセンサー部です。

7 充電完了ランプ（READY）
ACパイロットランプ

メインスイッチを「ON」にすると緑点灯します。充電が完了
すると赤点灯します。不発光が生じると点滅し、ブザー音で
知らせます。（本機は充電完了前でも発光します。）

8 テスト発光スイッチ（TEST） 軽く押すと発光します。

9 出力バリエーター
（VARIATOR） 出力をFULLから1/16までを調光します。

10 シンクロソケット ホーンジャックタイプのシンクロコード（付属品）でカメラと接続
します。

11 ACコネクター（ACIN） 付属のACコードで本機とACコンセントを接続してください。
使用後は必ずACコンセントからACプラグを抜いてください。

12 ヒューズホルダー ヒューズは電源部を保護します。定格は必ずお守りください。

13 リフレクター固定ネジ リフレクターをセットしてネジで固定します。

14 キセノン放電管 ストロボの発光管です。使用中、使用直後はかなりの高温に
なります。絶対に手をふれないでください。

15 モデリングランプソケット ハロゲンランプAC110V50Wまで使用できます。定格を必ず
お守りください。

16 リフレクター CT-200 jr専用（付属）が使用できます。CXタイプリフレクター
（別売）も使用できます。

17 アンブレラ固定ネジ アンブレラを固定します。

18 アンブレラ取り付け穴 アンブレラを使用するときは、この穴にアンブレラ軸を通します。

19 雲台 本体を支える部分で、パン棒により角度を調整して固定します。

20 ダボ 17φダボスタンドに立てます。

21 パン棒 雲台を固定します。

1
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■ 7. カメラとのシンクロを確認してください
シンクロコードでカメラと接続し、カメラでの発光テストをします。

【お願い】

◦本番撮影をされる前にカメラのシンクロ （同調）テストをされるようお勧めします。
◦フォーカルプレーンシャッターのカメラを使用のときは、シャッター速度を1/60 秒で使
用してください。
◦フォーカルプレーンシャッターの後幕シンクロには発光してもシンク口（同調）しません。
◦本機は充電完了前でも発光可能です。充電完了前の発光は光量不足となります。

4 操作手順

■ 2. 充電サウンド
充電中サウンドが必要な時は、サウンドスイッチ（SOUND）を

「ON」にします。（押し込むと ON です。）

※ 警報音は、サウンドスイッチに関係なく鳴ります。

■ 3. メインスイッチを「ON」にしてください
メインスイッチ（MAIN）を「ON」にします。AC パイロットランプが緑点灯し、
充電が始まります。

■ 1. ACコードを接続して下さい
メインスイッチ（MAIN）が「OFF」になっていることを確かめてから、
AC コードを本体のAC コネクターへ充分差し込んでください。
その後 AC プラグをコンセントへ差し込みます。

■ 6. モデリングランプモードを選択してください
モデリングランプを使用するときモデリングモードスイッチを「CONST」

「VARI」のいずれかにセットします。

5 出力バリエーター

出力を FULL から1/16 までを調光します。

■ 出力バリエーター（VARIATOR）を下げたとき
本機は電圧調光方式を採用しています。このため出力バリエーター
を下げても内部のメインコンデンサーに蓄められている電気エネルギー
は、直ちに新たな設定出力値までは下がりません。この場合、一度
発光させてください。充電が完了すると新たな出力値に設定されます。

■ 出力バリエーター（VARIATOR）を上げたとき
設定された出力値まで自動的に充電が行われますので、発光操作
は必要ありません。
この場合、充電完了ランプがいったん消灯し、充電完了すると再点灯
します。

■ 5. テスト発光をしてください
テスト発光スイッチ（TEST）を軽く押し、正常に発光することを確かめて
ください。

■ 4. 充電の完了
充電が完了すると充電完了ランプが赤点灯し、発光準備が完了します。

※ 充電完了ランプは AC パイロットランプも兼ねています。（P11 不発光
警報参照）
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7 サウンドモード
他のストロボ光を受けて同調発光をさせるとき「ON」にします。

（押し込むと ON です。）スイッチ上側のパイロットランプが緑に
点灯します。

【お願い】

◦赤外シンクロ装置を使うときは必ず「OFF」にしてください。
また、フォトセル受光部周辺に直射日光など強い光が当た
ると作動しないことがあります。

◦室内照明に蛍光灯を使用しているときは、フォトセル受光部
を50㎝以上離してセットしてください。ストロボ光を受けず、
不発光になることがあります。

◦同調発光させないとき「OFF」にしてご使用ください。
◦複数台を赤外シンク口装置で使うときは、必ず各本体に1台
ずつ赤外シンクロ受信器をセットしてください。
発光しても同調発光しないものがでます。

■ 充電完了後の不発光警報
発光操作をしても、何らかの原因で発光しなかったときは、
ブザーが鳴り、同時に充電完了ランプ（READY）が点滅します。

6 モデリングランプモード

■ ON
充電中にブザーが鳴り、完了するとブザーがとまります。

（押し込むと ON です。）

■ OFF
充電中を知らせるブザー音を止めます。

◦警報音は、サウンドモードに関係なく鳴ります。

■ 警報の解除
不発光警報の解除は、充電完了後ふたたび発光操作をして正常に発光すれば自動的に解除され
ます。
また、メインスイッチ（MAIN）を一旦「OFF」にすることでも解除できます。

■ CONST
モデリングランプが 100％の明るさで点灯します。

■ OFF
モデリングランプを消灯します。

■ VARI
モデリングランプがストロボの光量に連動します。

9 フォトセル

8 不発光警報

フォトセル受光部



1312

12 保証とアフターサービス

11 ヒューズの交換

注意
◦ヒューズ交換は、メインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、必ずACコードの
プラグをコンセントから抜いて行ってください。

◦ヒューズは必ず表示されている定格のものを使用してください。
定格以外の使用は発火や火災の原因となります。

1. マイナスドライバーなどをヒューズホルダーの蓋の横穴に差し込み、図のように蓋を押し
上げます。

2. ヒューズホルダーには2本のヒューズが入っています。
手前に予備ヒューズが入っていますので、奥に入っている断線したヒューズと交換してく
ださい。
指定の定格のものと交換してください。

10 モデリングランプの交換
モデリングランプはハロゲンランプAC110V50W まで使用できます。定格を必ずお守りください。

◦消灯直後は非常に高温です。
　十分温度が下がってから取り扱ってください。
　火傷の恐れがあります。

注意
◦使用している電源部のメインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、必ずACコード
のプラグをコンセントから抜いてください。

【ご注意】
◦ハロゲンランプの定格は必ずお守りください。定格以上のハロゲンランプを使用すると、
発熱で故障や損傷の原因となります。

◦ハロゲンランプやキセノンランプは素手で触れないでください。指紋やよごれが付いた
ときは、アルコールなどで拭き取ってください。

■保証書と保証期間
添付された保証書に「販売店名・ご購入日」など、所定事項の記載もれがないかをご確認のうえ

大切に保存してください。なお、保証期間はご購入日から一年間です。

本製品に、純正部品・純正アクセサリー以外のものを使用することによって生じた故障・事故、

および本取扱説明書で明記した注意・禁止された事項をお守りにならずに生じた故障・事故

については一切の責任を負いかねます。

また、消耗品類は保証の対象となりません。詳しくは保証書の保証規定をご参照ください。

■保証期間終了後の修理
保証期間後でもご要望により有償で修理いたします。引き続き安心してご使用いただけます。

■アフターサービス
すべてのコメット製品は、厳重に調整・検査して出荷されていますが、万一故障になったとき

はご購入店または弊社営業所へご連絡ください。

■修理・点検へお出しになる際のご注意
修理・点検にお出しになる際は、ご使用中のACコード、シンクロコードをセッ卜にしてご依頼

ください。迅速なアフターサービスをさせていただきます。

保証期間中のものは必ず保証書を添付してください。保証期間後のものは保証書に記載されて

いる製品名・型式・ご購入年月日をお知らせください。

また、修理にお出しになる前にACプラグが抜けてないか、ヒューズ、ブレーカーが切れていないか

をお調べください。

■修理・点検後のご注意
修理伝票は修理完了品に添付してあります。

修理内容が明記されておりますので、修理品をお受け取りになる際に確認してください。

また、修理伝票は次回の修理に必要となることがありますので大切に保存してください。

ヒューズの定格

CT-200jr

T4L
T4L は遅延ヒューズ4Aのことです。
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13 仕様

型 式 CT-200jr

定 格 電 圧 AC100V±10％

ヒ ュ ー ズ 定 格 T4L

最 大 定 格 200Ws

出 力 調 光 範 囲 FULL ～ 1/16

ス ト ロ ボ 調 光 方 式 電圧調光

出 力 表 示 調光バリエーター目盛りによる

充電時間（秒） 50Hz 1.8

60Hz 1.6

モ デ リ ン グ ラ ン プ ハロゲンランプ　AC110V50W以下

モ デ リ ン グ 調 光 出力連動調光（VARI）/ コンスタント（CONST）/OFF

レ デ ィ ー ラ ン プ 充電中緑ランプ点灯 /充電完了赤ランプ点灯

シ ン ク ロ ソ ケ ッ ト ホーンジャックタイプ

シ ン ク ロ 電 圧 DC8V

フ ォ ト セ ル 内蔵（スイッチ付）

充 電 サ ウ ン ド 充電中音 /OFF

不 発 光 警 報 レディーランプ点滅とブザー連続音

過 熱 警 報 なし

ク ー リ ン グ フ ァ ン なし

適 合 リ フ レ ク タ ー CXタイプ

閃 光 時 間 1/800

寸 法 P15寸法を参照してください

重 量 1.5 Kg

●本仕様は2016年6現在のものです。改良のため予告なく変更することが有ります、あらかじめご
了承ください。

重量は雲台、キセノンランプ、モデリングランプ、リフレクターを含みます。

14 寸法

リフレクター
（付属）
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MEMOMEMO


